
電子媒体の表記規則 

 

・電子媒体には、「工事番号」、「工事名称」、「作成年月」、「発注者名称」、「受注者名称」、  

「何枚目/総枚数」、「ウイルスチェックに関する情報」、「フォマット形式」、「発注者署

名欄」、「受注者署名欄」、を明記する。 

 

【解説】電子媒体への表記例 

 

 

 

 

          工事番号：○○○○○    枚数/総枚数 

 工事名称：○○○○○○○○工事  

                令和○年○月  

 

 

 発注者署名欄               受注者署名欄  

 

 

 

 

             

            発注者：長崎県土木部営繕課  

            受注者：㈱○○○○○建設  

               ウイルスチェックに関する情報  

                   ウイルス対策ソフト名：○○○○  

                       ウイルス定義：○○年○○月○○日  

チェック年月日：○○年○○月○○日  

フォマット形式  

 

・電子媒体には、必要項目を表面に直接印刷、又は油性フェルトペンで表記し、表面に  

 損傷を与えないよう注意する。 

・シールによっては温湿度の変化で収縮し、電子媒体に損傷を与えることがあるため、  

シールは使用しない。 

・発注者署名欄、受注者署名欄は、受発注者双方が、油性フェルトペンにて記入する。  

・「ウイルスチェックに関する情報」は、使用した「ウイルス対策ソフト名」「ウイルス  

対策の詳細は「ウイルス対策について」に示す。  

 

 



ウイルス対策について 

 

・受注者は、電子納品が完成した時点で、ウイルスチェックを行う。 

・ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、信頼性の高いものを利用する。  

・最新のウイルスも検出できるように、ウイルス対策ソフトは常に最新のデータに 

 更新（アップデート）したものを利用する。  

・電子媒体の表明には、「使用したウイルス対策ソフト名」、「ウイルス（パターンファ

イル）定義年月日又はパターンファイル名」、「チェック年月日（西暦表示）」、を 

 明記する。 


